
・農業気象学会全国大会（H30.3） で発表
気象予測値を用いたカンシャコバネナガカメムシの防除適期予測の精度検証

  萱場 亙起（気象庁）、田村 弘人（沖縄気象台）、永山 敦士、真武 信一（沖縄県） 
・月刊植物防疫 平成31年3月頃 掲載予定
「気温予測値を用いた病害虫防除適期予測の精度検証」
～カンシャコバネナガカメムシにおける精度検証～

サトウキビに被害をもたらすカンシャコバネナガカメムシの防除時
期の予測に使い、より効果的な防除を促しました。

平成30年3月23日 
カンシャコバネナガカメムシ（ガイダー）の防除適期について 沖縄県ホームページ

再予報データも用いて、シミュレーションによる精度調
査も実施した結果、以下のことがわかりました。 

・予測情報を活用することで防除時期の予測精度が向
上することを確認できた。

・予測精度も踏まえて、より的確な情報発信時期を見
極めることも期待できる。

・地球温暖化による近年の傾向もふまえると、平年値
を用いるよりも、最新の予測値を用いることで、情報
改善ができた。 

農業担当者 

コメント

沖縄県病害虫防技術センター ～害虫の防除適期予測～ 


